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東日本大震災の際に本県は、津波等によ
り、漁船・漁具、漁港・関連施設など水産
関係被害総額は 660 億円にのぼり、加えて
福島第一原発事故にともなう放射性物質の
影響などもあり、多大な被害を受けました。

当支所（当時は全国協会合併前）では、
被災した漁業者、漁協等の漁業近代化資金
及び信漁連プロパー資金等に係る融資に対
し漁業者等緊急保証対策事業により 442 件 
159 億円（H23 ～ R２年度）の債務保証をす 
るとともに、保証保険資金等緊急支援事業
により５件５億円（H23 年度）の代位弁済
を行い、復旧・復興を支援してまいりました。

現在の新型コロナ禍については、社会の
システムや人々の生活に大きな影響を及ぼ

【北茨城市　大津漁港】
震災時甚大な津波被害を受けた漁港は復興を遂げた。

● 住所：水戸市三の丸１丁目１番 33 号
● 電話：029-226-0717
● 担当理事： 髙
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● 会 員 数：　59 会員  （R３年度末現在）
● 出資総額：　928,200 千円（同）
● 保証残高：3,277,619 千円（同）

【さば】全国一の漁獲量 【あんこう】冬のあんこう鍋は絶品 【しらす】近年は生食としても 【わかさぎ】霞ヶ浦北浦の主要魚種

3．茨城支所の概要

4．茨城支所の取組み しており、水産業においても、飲食事業、観光・
宿泊事業等、「食」に繋がる事業・産業は軒
並み厳しい状況となっております。これまで
のところ本県の水産においては、外出自粛に
よる内食需要増から主にレギュラー魚介類
の需要が底堅く推移して、大きな影響には
至っておりませんが、引き続き注視しながら
対処してまいります。

将来的な面では、人口減少のなかで、本
県漁業において経営体数の一定の減少は致
し方ない面があります。これは全国的な傾
向ではあるものの、海況条件が厳しい本県
においては、海況に恵まれるようなところ
と違い、残っていく漁業者・経営体は、基
幹となるまき網漁業を主体に意欲的で力強
く、このような観点から本県漁業のファン
ダメンタルはしっかりしています。まだま
だ、伸び代はあります💪。

今後とも茨城支所としては、ＩＣＴの進展 
や予期せぬ災害、国際情勢の変化など、プ
ラス・マイナスいずれに振れるかわからぬ
水産業をとりまく状況の変化に、金融機関
との連携を密にしながら柔軟に対応して、
金融の底支えとしての役割を果たし、地域
漁業の持続的発展に寄与してまいります。




